
 

第１講 文型 講義プリント 
 

0. 主要素と修飾語 

 

★ 英文を読めるようになるためには、英文を SVOC に分けられるようになる必要があります。 

 

★ 英文を SVOC に分けるためには、主要素と修飾語の違いを理解する必要があります。 

 

★ SVOC のどれかになるのは主要素で、修飾語はそれにくっついているオマケです。 

 

【主要素】 … 文の主人公。主要素になれる品詞は名詞、動詞、形容詞。 

 英文 

     【修飾語】 … 主人公にくっついている脇役。副詞、形容詞、前置詞句。 

 

前置詞句とは→前置詞+名詞のカタマリ。副詞 or 形容詞と同じ働きをする。 

 

 

1-1． 文型とは 

 

★ 英文は主要素の並び方が決まっています。まず主語から始まり、次に動詞が来ます。そ

して動詞の後ろは、以下の 5 パターンに分かれます。 

 

【主要素たちの並び方】 

① 主 + 動  

② 主 + 動 + 形 

③ 主 + 動 + 名 

④ 主 + 動 + 名 + 名 

⑤ 主 + 動 + 名 + 形 

 

★ どんなに難しい文でも、主要素は基本的にこの 5 パターンのうちのどれかに従って並んで

います。この主要素たちが並んでいる周りに、修飾語がちりばめられて、一つの英文がで

きています。 



 

1-2．  第１文型(SV)と第２文型(SVC) 

 

 

I lived in Tokyo before. 

 

 

★ 第 1 文型は主要素が主+動の 2 つのみです。 

 

★ 主語を S(=Subject)、動詞を V(=Verb)、修飾語を M(=Modifier)と表します。 

 

 

She became a star.      The student kept quiet during the class. 

 

 

★ 第 2 文型は主要素が 主+動+名 or 主+動+形 という並びになっているパターンです。 

 

★ 第 2 文型は SVC と表します。C は complement（補語）です。 

 

★ 形容詞に注意してください。形容詞は名詞を修飾している場合は修飾語 (=M)ですが、

なにも修飾していない場合は主要素である補語（=C）になります。 

 

★ SVC の文は、V のところを be 動詞に変えても意味がおかしくなりません。 

 

1-3． 第 1 文型と第 2 文型の入試に出るポイント 

 

「横たわる」の lie 

I lie on the bed when I read books. 

私は本を読むときは、ベッドで横になる。 

I lay on the sofa after I came home. 

私は家に帰った後、ソファに横になった。 

I was lying on the sofa when my mother came home. 

母が帰ってきたとき、私はソファに横になっていた。 

 



★ 現在形: lie, 過去形: lay, 進行形: lying です。 

 

「S は～にいる・ある」の there 構文 

 

There is a castle on the hill. 

丘の上にお城がある。 

 

★ There から始まる文は特殊で、 There V S という語順になっています。There は M(修飾

語)です。 

 

★ 文頭の There を「そこ」とは訳しません。場所を表す言葉は S の後ろにあります。 

 

第 2 文型で使われる動詞 

 

★ 「S は C になる」を意味する動詞 

 

become C C になる 
get C C になる （become よりくだけた表現） 
turn C C になる  
grow C （成長して）C になる ※第 1 文型でも使えます 
go C C になる（C は悪い状態が多い）  

※【暗記】 S come true 「S が実現する」 

 

★ 「S は C のままだ」を意味する動詞 

 
keep C C のままでいる 
remain C C のままでいる 
stay C C のままでいる 

 

 

練習問題 

次の英文を S, V, C, M に分けなさい。 

1. Alex is a bus driver. 

 

2. He is in bed now. 

 

3. She was very kind then. 



 

4. I come from Canada. 

 

5. Her dreams finally came true. 

 

6. There was an old mansion in this town. 

 

7. My parents live in a small apartment. 

 

8. The museum closes at 4 o’clock on Sundays. 

 

9. Ben and Jack go to the same school. 

 

10. Our plan went bad. 

 

11. They remained good friends. 

 

12. The café remains open until 11 p.m.  ヒント：until は前置詞 

 

13. The earth turns around the sun.  ヒント：around は前置詞 

 

14. The leaves turned yellow. 

 

 

 

  



付録 

★ 基本的な品詞の考え方 

 

主要な８品詞 

 名詞 人や事物を表す。 

 代名詞 名詞の代わりに使われる。 

 動詞 動作を表す。 

 助動詞 動詞の前に置き、意味を付け足す。 

 形容詞 名詞を修飾する。 

 副詞 名詞以外（文全体を含む）を修飾する。 

 前置詞 名詞の前に置く。前置詞と名詞はまとまって形容詞・副詞的に働く。 

  ※何が前置詞か、は暗記する必要がある↓ 

  基本 9 前置詞 of, in, to, for, on, with, at, by, from 

 

 接続詞文法的に対等なものを結ぶ等位接続詞と、主従の関係に結ぶ従位接続詞がある。 

 

機能によって上記の８品詞に分類されるもの 

 to (V) 名詞句、形容詞句、副詞句に相当するものになる。 

Ving 名詞句、形容詞句、副詞句に相当するものになる。 

※なお名詞句に相当するものを動名詞、形容詞句に相当するものを分詞、副詞句に相当するものを分詞構

文と呼ぶ。 

 前置詞＋名詞 形容詞句、副詞句に相当するものになる。 

 

★ 「語」は単語を指します。「句」は 2 単語以上のまとまりを指します。「節」は主語と動詞を

含むまとまりを指します。大きさは語＜句＜節という関係です。 

 

 

 


